
    

  

  

 
平成 19年 4月 24日 

 

日本初のカプセル内視鏡「ギブン画像診断システム」 

輸入承認を取得 

 

 

ギブン・イメージング株式会社（本社/東京都千代田区、社長/笈川 義徳）は、4月 23日、国

内初の小腸用カプセル内視鏡「ギブン画像診断システム」について、厚生労働省より輸入承

認を取得しました。(承認番号：２１９００BZY０００４５０００) 

 

今回承認された「ギブン画像診断システム」は、小腸内腔を観察するための小型ビデオカメ

ラを内蔵したカプセル内視鏡で、次のような特徴があります。 

① 従来の内視鏡ではみることが難しかった小腸全域の直接視覚化が可能とな

る。 

② 麻酔等の前処置やバリウム等の造影剤が不要で、大きめのビタミン剤サイズ

のカプセル（26mm x11mm）を飲み込むだけで検査が行えるため、患者の肉

体的苦痛がほとんどない。 

③ 約８時間の検査時間中、患者は病院内にいる必要がなく、通常の生活を行うこ

とができることから、患者の負担が大幅に軽減される。 

④ 既存の小腸検査に比べ、高い診断率である。 

 

獨協医科大学病院の寺野学長は以下のようなコメントを述べられております。 

「疾患の中で最も頻度の高い消化器疾患の診療は、前世紀において内視鏡を中心として偉

大な進歩を遂げましたが、体内最大の臓器である小腸疾患の診療は、ほとんど進歩が見ら

れず暗黒大陸とまで称されてきました。ようやく認可されたカプセル内視鏡の普及により、小

腸疾患の診断の未来が切り開かれていくものと信じております。」 

 

ギブン・イメージング株式会社    （NASDAQ: GIVN） 

イスラエルのギブン・イメージング リミテッド(Given Imaging Ltd.)、株式会社スズケン、丸紅

株式会社の合弁会社で、２００２年、世界の非侵襲的な先端医療技術の提供を通して、日本

の医療に貢献することを目的として設立された会社です。欧米で既に数十万人以上の患者

様に使用されているカプセル内視鏡を広く普及させることにより、日本の医療現場や患者様

に貢献できるものと確信しております。 

販売は５月末を予定しており、パートナー会社である株式会社スズケンを総販売代理店とし、

大学病院等から開業医まで全国展開いたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 「ギブン画像診断システム」の構成及び説明 

 

ギブン画像診断システム 
 

①PillCam SB カプセル 

 

②センサアレイ 

 

③データレコーダ 

 

④RAPIDワークステーション 

 

カプセル内視鏡 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ 嚥下可能な PillCamSB カプセル①の中には小型イメージセンサーが内蔵されており、こ

のカプセルが患者の消化管内をその蠕動運動により移動しながら腸内の画像を収集し

ます。 

・ 収集された画像データは、PillCam SB カプセル内のアンテナから送信され、粘着パッド

により患者の身体に装着されたセンサアレイ②によって受信されるとともに、センサアレイ

に接続されているデータレコーダ③内のハードディスクに記録されます。 

・ このデータレコーダにはバッテリーパックが接続されており、それぞれは、レコーダベルト

に収納され、患者の腰に装着されます。 

・ そのため患者は PillCam SB カプセルが体内を移動している間も通常の日常活動を行う

ことができます。PillCam SBカプセルを嚥下して約8時間で撮像が終了し、患者はレコー

ダベルト等の装着物を取り外します。カプセルは患者の消化管内を移動し、自然に排出

されます。  

・ 医師等の医療従事者はデータレコーダから画像データを RAPIDワークステーション④に

ダウンロードし、必要に応じてビデオ画像再生等を行い、医師が小腸内の直接画像診断

を行います。 

 

    

    


